
今月の題字
山田分校４年　

 斉
さいとう

藤　貢
こういち

市くん

特集 市長に聞く「西都創生」への決意

▲交通安全街頭キャンペー
ン（２月 13 日）
本市交通少年団と、ヤクルト
スワローズの選手が交通安全
を啓発。通行する車に記念品
やヤクルトを配布しました。

広　報広　報

こんね！四季を彩るロマンのまち　西都
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橋田市政３期目がスタート。これからの４年間への抱
負、市政への思いを聞きました。
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市長に聞く　～「西都創生」への決意～
グリーン・ツーリズムに取り組みませんか？

今回は正月の味覚、ナナクサ（七草）をご紹介
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１
月
27
日
に
行
わ
れ
た
西
都
市

長
選
挙
に
お
い
て
、
３
回
目
の
当

選
を
果
た
し
た
橋
田
和
実
市
長
。

　

３
期
目
を
迎
え
る
市
政
へ
の
思

い
を
聞
き
ま
し
た
。

̶

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
を
振

り
返
っ
て
の
感
想
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
８
年
前
、
市
長
に
就
任
し
て
１

期
目
は『
改
革
』」、２
期
目
は『
再

生
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
一
日
一

日
を
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
行
財
政
改

革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
所
の

民
営
化
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
、
職
員
定
数
の
削
減
な
ど
を

行
い
、
市
債
現
在
高
の
削
減
や
基

金
の
増
額
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
実
質
公

債
費
比
率
が
改
善
さ
れ
、
財
政
再

建
に
つ
い
て
も
一
定
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
協
働
の
理
念
の
も

と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
や
絆
づ

く
り
が
進
み
、
今
月
の
妻
南
地
区

の
設
立
総
会
を
も
っ
て
、
市
内
全

域
に
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
立
ち

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
今
後
一
層
、
各
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
重
点
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
年
前
と
比
較
し
て
キ
ャ
ン

プ
の
誘
致
数
が
２
倍
半
に
増
加
す
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橋田市政３期目スタート
「市長に聞く」
～『西都創生』への決意～

本市岡富地区出身で 60歳。
県立妻高校卒。宮崎大学大学院農学研
究科卒。
県家畜登録協会職員を経て平成７年か
ら県議を連続２期務める。
平成 17年に市長初当選。
平成 21年は無投票での再選。
今回の当選で就任３期目を迎える。
趣味は読書やサイクリング、サッカー
など。

Profi le

特集・市長就任.indd   1 13/02/20   16:11



る
な
ど
、
実
績
を
大
き
く
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
性
化
と
経

営
の
安
定
化
に
取
り
組
み
、
燃
油

高
騰
対
策
に
よ
る
経
費
削
減
や
葉

タ
バ
コ
転
作
対
策
に
伴
う
新
規
作

物
の
導
入
に
力
を
い
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、市
街
地
の
活
性
化
、

防
災
対
策
な
ど
の
安
全
安
心
な
暮

ら
し
づ
く
り
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
推
進
、
農
業
の
６
次
産
業
化
、

企
業
誘
致
な
ど
と
市
政
全
般
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
そ
の
中
で
も
印
象
に
深
く
残
っ

て
い
る
の
は
『
平
成
17
年
台
風
14

号
大
災
害
』
と
『
口
蹄
疫
発
生
』

の
２
点
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
へ

の
対
応
お
よ
び
復
興
対
策
は
本
市

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
よ
り
解
決
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

̶

３
期
目
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
の
抱
負
、
重
点
的
に
取
り
組

み
た
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
３
期
目
は
『
創
生
』
を
テ
ー
マ

に
『
持
続
可
能
な
西
都
づ
く
り
』

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。『
持

続
可
能
な
西
都
づ
く
り
』と
は『
次

の
世
代
に
つ
け
を
残
さ
ず
、「
西

都
に
生
ま
れ
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
将

来
ま
で
見
据
え
た
西
都
づ
く
り
を

進
め
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
今
後
、
次
の
４

つ
を
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り　

　
小
中
学
校
の
耐
震
化
や
庁
内
に

危
機
管
理
課
を
新
設
す
る
こ
と
に

よ
る
防
災
対
策
強
化
、
救
急
医
療

を
含
め
た
地
域
医
療
の
充
実
な
ど

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
づ
く
り

　
連
携
型
小
中
高
一
貫
教
育
を
機

軸
と
し
、
学
力
・
ス
ポ
ー
ツ
力
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
西
都
（
ふ
る

さ
と
）
を
愛
す
る
人
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
人
材

づ
く
り
に
も
力
を
い
れ
る
こ
と

で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
『
食
』
創
生
都
市

　

農
業
の
基
盤
づ
く
り
と
と
も

に
『
食
』
を
生
か
し
た
活
性
化
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
例
え
ば

『
食
』
の
拠
点
づ
く
り
や
農
商
工

連
携
、
６
次
産
業
化
の
推
進
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
な
ど
に
『
食
』
を
生
か

す
な
ど
、
新
た
な
観
光
振
興
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
雇
用
の
創
出

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
企
業
誘

致
を
継
続
し
つ
つ
、
地
場
産
業
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
、
さ
ら
な
る

雇
用
の
場
の
創
出
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

̶

最
後
に
、
西
都
市
へ
の
思
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
長
は
西
都
の
『
親
父
』
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
親
父

一
人
だ
け
で
は
家
庭
が
成
り
立
た

な
い
よ
う
に
、
市
長
だ
け
で
は
何

も
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
西
都

市
の
資
源
（
た
か
ら
）
や
良
さ
を

生
か
し
、皆
さ
ま
に
少
し
で
も『
幸

せ
』
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
住
み
や
す
く
、
活
力
あ
る
西
都

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
政
運
営
や
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
は
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
周
知
や
説
明
が
不
足

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省

し
て
お
り
ま
す
。
３
期
目
は
市
民

の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
さ
ら
に
大

切
に
し
、
理
解
を
得
な
が
ら
、
皆

さ
ま
と
共
に
市
政
運
営
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私たちと一緒に

　　　　　　　　　　　に
　　　　　取り組みませんか？
グリーン・ツーリ

ズム
グリーン・ツーリ

ズム

グリーンツーリズムとは・・・
農山村地域において、自然、文化、人々との交流を楽しむ余暇活動のことです。
農家民宿、農業体験など、取り組みの種類はさまざま。
子どもの食育から、一般のお客さまの収穫体験、郷土料理体験などに取り組んで
います。

グリーンツーリズムとは・・・
農山村地域において、自然、文化、人々との交流を楽しむ余暇活動のことです。
農家民宿、農業体験など、取り組みの種類はさまざま。
子どもの食育から、一般のお客さまの収穫体験、郷土料理体験などに取り組んで
います。

農作業体験や収穫体験受け入れに興味がある、協力したいという方、
ぜひ一緒に取り組みましょう！
西都市グリーン・ツーリズム研究会では「西都DE田舎体験」とい
うパンフレットを作成し、田舎体験プログラムや農家民宿の紹介を
しています。
子どもや都会の人とのふれあいに興味がある方、一緒におもてなし
してみませんか？ご希望の方はお気軽にご相談ください。

西都市グリーン・ツーリズム研究会事務局（市商工観光課内）
TEL：0983-43-3421

特集・グリーンツーリズム .indd   1 13/02/20   16:13



　本
市
で
は
、
観
光
振
興
や
地
域

づ
く
り
な
ど
の
手
段
、
ま
た
人
口

の
拡
大
を
図
り
二
地
域
居
住
や
定

住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　平
成
21
年
に
設
立
し
た
「
西
都

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
」
で
は
、『
年
間
を
通
し
・
い

つ
で
も
・
何
か
し
ら
体
験
で
き
る
』

態
勢
の
も
と
、
年
間
を
通
し
て
日

帰
り
客
や
宿
泊
客
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
だ

け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
教
育
旅

行
お
よ
び
修
学
旅
行
の
誘
致
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
の
育
成
と
、

受
け
入
れ
農
家
の
拡
大
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
農
家
民
宿
・
民
泊

に
取
り
組
ま
れ
る
方
へ
の
独
自
の

支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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平成24年度のグリーン・ツーリズム活動風景平成24年度のグリーン・ツーリズム活動風景

▲　サマーキッズクラブ　▲ ▲心連心：中国高校生長期招へい事業

▲　「銀鏡神楽と山里の暮らし体験ツアー」　▲

▲　春の烏帽子岳ふれあい登山　▲

▶

　
春
の
お
泊
り
キ
ッ
ズ
西
都
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
▶

 

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

　
　協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

春の烏帽子岳

ふれあい登山

平成 25 年 3 月 17 日（日）

9：00〜15：00　※雨天中止

集合場所：烏帽子岳登山口（日平越）
　　　　　※当日は県道 39号線より案内看板や案内
　　　　　　人を配置します
参加費用：大人 1,000 円、小学生以下 500円
　　　　　※おにぎり付き、保険料含む
注意事項：小学生以下の参加は保護者同伴とします

イベント内容：
　・トレッキング　・ふるまい（しし汁）
　・記念品贈呈（特別賞・参加賞）
　・物産品販売（地元の新鮮な地場産
　　品やゆず製品など）
ご持参品：
　水筒、手袋、帽子、靴（運動靴か
　登山靴）、その他必要と思われるもの
問い合わせ・申込先：
　西都市グリーン・ツーリズム研究会
　事務局　℡：0983-43-3421

え 　ぼ　 し　だけ

特集・グリーンツーリズム .indd   2 13/02/20   16:13
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本
市
も
応
援

　
　
　今
年
も
キ
ャ
ン
プ
の
季
節

 東京ヤクルトスワローズ春季キャンプ
歓迎セレモニー
２月１日、市役所玄関前で東京ヤクルト
スワローズ春季キャンプの歓迎式があり
ました。本市でキャンプを行ったのは、
選手、コーチ陣合わせて約 50 人。西都菜
の花レディーから真中満監督らに花束が
贈呈され、市スポーツランド推進協議会
から完熟きんかん「たまたま」エクセレ
ント 10 キロ、県から宮崎はまゆうポーク
20キロがそれぞれ贈られました。

多
く
の
来
場
者
で

　
　
　
　
　ま
つ
り
会
場
に
ぎ
わ
う

有楽椿まつり

２月 10 日、尾八重地区で有楽椿まつりが
ありました。まつりは、『眺峰館』と『有
楽椿の里』の二会場で行なわれ、約 600
人の来場者でにぎわいました。眺峰館会
場では尾八重神楽などの郷土芸能の披露
や特産品の販売を、有楽椿の里会場では
県の天然記念物に指定されている『樅木
尾有楽椿』を眺めながらの野だてなどを
楽しむ来場者の姿が見られました。

  

今
季
の
躍
進
を
誓
い

　
　サ
ッ
カ
ー
球
団
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

サッカー球団キャンプ

２月５日のガイナーレ鳥取（Ｊ 2）を皮切
りに、同８日に大宮アルディージャ（Ｊ 1）、
同 11 日に町田ゼルビア（ＪＦＬ）とサッ
カー球団が清水台総合公園でキャンプを
行いました。キャンプイン時には、菜の
花レディーからの花束贈呈や市スポーツ
ランド推進協議会から、それぞれのチー
ムに完熟きんかん「たまたま」エクセレ
ント 10キロなどを贈り歓迎しました。

地
域
自
慢
の
料
理
で

　
　
　
　『美
味
』
を
競
い
ま
し
た

 さいとこゆ食の大運動会

２月 10 日、あいそめ広場を中心に、さ
いとこゆ食の大運動会が開催されました。
イベントには 17 チームが出場。それぞれ
地元の食材を使った自慢の料理を出品し
ました。会場を訪れた人は楽しみながら
味を審査。一般投票と特別審査員の点数
で優勝チームが決定されました。優勝は
穂北地域づくり協議会の「ほきた八千石
うどん」でした。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ
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新春スポーツ懇談会
１月 18 日、新春スポーツ懇談会 ( 市体育協会主催 ) があ
りました。懇談会は、スポーツ関係者の交流や生涯スポー
ツの推進に寄与することを目的に毎年開催されるもの。
この日は、スポーツ推進委員をはじめとする関係団体か
ら約100人が出席しました。また、平成24年度日本スポー
ツ少年団指導者顕彰を受賞した原田種英さんに感謝状が
贈呈されました。

教育研究センター研究報告会
２月１日、市文化ホールにおいて西都市教育研究センター
研究報告会が行われました。この報告会は、教職員の資
質向上や保護者などへ本市教育に関する理解を促すた
めに毎年行われるもの。この日は教職員や保護者など約
３１０人が参加し、「学力向上」、「英語教育」などの研究
成果の報告が行われました。「さいと学」の報告では妻南
小の「こども臼太鼓踊り」も披露されました。

とのくり総合祭
 第３回とのくり総合祭が行われました。とのくり総合祭
は１月 29日から行われた「都於郡の歴史と文化展」と２
月３日に行われたイベントで構成。イベントでは、農村
広場でのグラウンドゴルフ大会や都於郡中学校での健康
づくりコーナー、凧づくりや餅つきも行われました。ご
汁や鳥の炭火焼きの振る舞いもあり、会場には子どもか
らお年寄りまでの笑顔があふれていました。

野々村直通氏による進路講演会
２月 12日、妻高等学校で、同校 1、2年生 (305 人 ) を対
象に進路講演会がありました。講師は、監督として春３回、
夏７回甲子園に出場、現在教育評論家そして画家として
活躍中の野々村直通氏。自身の経験をもとに、「感謝・歓喜・
感動」と題し講演しました。野々村氏の代名詞ともいえ
る着流し姿と、時折ユーモアを交えながらの講演に生徒
らは真剣に聞き入っていました。

再生の森環境フェスタ 2013
２月３日、西都児湯クリーンセンター再生の森で、環境
フェスタ 2013 がありました。これはごみの減量やリサ
イクルへの意識を高めてもらうために開催されるイベン
トで、会場の「まだまだ使えるよ」コーナーでは、同施
設に搬入された家具などをリサイクルして販売。また会
場外ではフリーマーケットなども行われ、来場者はお目
当ての商品を格安で購入していました。

ち の話題ま
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人人今月の今月の

２
０
１
０
年
に
１
級
が
新
設
さ
れ

た
事
を
機
に
勉
強
を
再
開
。
昨
年

２
級
に
合
格
し
、
今
年
見
事
に
１

級
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

試
験
の
勉
強
は
バ
ス
通
勤
の
行

き
帰
り
の
時
間
を
利
用
し
公
式
テ

キ
ス
ト
で
学
ん
だ
ほ
か
、
講
座
や

研
修
に
参
加
し
た
り
、
新
聞
を
切

り
抜
い
た
り
と
知
識
を
深
め
た
黒

木
さ
ん
。「
ま
す
ま
す
知
り
た
い

こ
と
が
増
え
て
く
る
」
と
合
格
後

も
学
ぶ
意
欲
は
変
わ
ら
な
い
様
子
。

　

そ
ん
な
黒
木
さ
ん
の
趣
味
は
花

や
野
菜
を
育
て
た
り
す
る
土
い
じ

り
で
、
奥
さ
ん
と
お
父
さ
ん
、
長

男
家
族
と
の
７
人
暮
ら
し
で
す
。

　
「
空
港
ビ
ル
で
は
『
日
本
一
の

お
も
て
な
し
』
を
目
指
し
、
利
用

者
の
方
へ
の
接
客
は
も
ち
ろ
ん
宮

崎
県
の
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
西
都
の
地
場
産
品
を
は

じ
め
、
県
内
各
地
の
商
品
を
取
り

扱
っ
た
り
、
保
安
検
査
所
に
西
都

産
の
百
年
杉
を
使
用（
写
真
背
景
）

し
、
県
産
材
の
良
さ
を
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
黒
木
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
を
「
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
一
歩
ず
つ
と
い
う
気
持
ち

で
毎
日
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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都
於
郡
地
区
で
は
、
運
動
を
通

し
て
地
域
の
融
和
と
体
力
づ
く
り

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
46
年
に
体
育
振
興
会
を
結
成
。

市
民
ア
ジ
ャ
タ
大
会
・
さ
わ
や
か

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
や
、

毎
年
体
育
の
日
に
地
区
体
育
大
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
で
終
了
し
ま
し

た
が
、
平
成
６
年
度
か
ら
開
催
し

た
都
於
郡
城
史
跡
め
ぐ
り
ジ
ョ
ギ

ン
グ
大
会
は
18
回
を
数
え
、
市
内

外
か
ら
の
参
加
者
に
、
史
跡
の
素

晴
ら
し
い
景
勝
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

更
に
、
地
域
の
健
康
増
進
・
体

力
向
上
、
明
る
く
豊
か
で
活
気
の

あ
る
地
域
づ
く
り
の
活
動
と
し
て
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
代
わ
り
昨
年

６
月
に
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
名
は
、
都
於
郡
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、
マ
ン
シ
ョ
事
業

を
広
く
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、「
都
於
郡
マ
ン
シ
ョ
ジ
ョ

ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
Ｔ
Ｍ
Ｊ
Ｃ
）」

と
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
発
足
当
時
か
ら
徐
々
に

増
え
、
現
在
34
名
。
昨
年
10
月
の

綾
・
照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
に
は
11

名
が
出
場
し
、
種
目
別
で
優
勝
者

と
準
優
勝
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
12
月
の
青
島
・
太
平
洋
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
部
に
11
名
、
10
キ
ロ
の
部
に
２

名
が
出
場
。
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

年
齢
も
個
々
の
目
標
も
様
々
で
す

が
、
今
は
３
月
の
こ
の
は
な
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
向
け
て
楽
し
く
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
は
健
康
な
体
作

り
が
基
本
。
運
動
不
足
が
気
に
な

る
方
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
の
広
場

黒
く ろ ぎ

木　郁
いく

雄
お

さん
『みやざき観光・文化検定』１級に合格。
宮崎県の観光のため、知識をさらに深めます！

　

宮
崎
県
全
体
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
の
習
得
と
観
光
振
興
へ
の
意

識
の
向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
る
『
み
や
ざ
き
観

光
・
文
化
検
定
』。
今
回
、
同
検

定
の
１
級
に
合
格
し
た
の
が
黒
木

郁
雄
さ
ん
で
す
。

　

黒
木
さ
ん
は
６
年
前
に
県
庁
を

定
年
退
職
し
、
現
在
は
宮
崎
空
港

ビ
ル
に
営
業
担
当
の
常
務
取
締
役

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

受
検
す
る
き
っ
か
け
は
同
検
定

が
創
設
さ
れ
た
５
年
前
。「
宮
崎

の
空
の
玄
関
で
お
も
て
な
し
を
す

る
仕
事
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
宮

崎
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
け

な
い
」
と
職
場
の
方
と
一
緒
に

受
検
を
決
意
し
、
そ
の
年
、
３

級
に
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、昭和 21年 11月 20日生

穂北：島内地区

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

今月のリポーター
都於郡地区体育振興会理事

佐々木真司さん
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月２日に県庁で行われた、「専門高校生の英語による
学習成果発表会」。その大会で、妻高福祉科の３人に

よるチームが優勝を果たしました。
　３人は、介護施設での実習を通して感じた介護の難しさ
や奥深さなど、学んだことを８分間の発表にまとめました。
　英語の原稿を書いたのは谷川さん。「準備期間は２週間
だったけれど、それだけでは無理だろうなと思っていた。
優勝出来るとは思っていなかったので、やってよかったと
思います」と嬉しそうに話してくれました。
　伊東くんは「先生の指導が丁寧で分かりやすかった。本
番は会場の全員が笑顔で聞いてくれていたので、発表の時
には全然緊張しなかった」と余裕の表情。圓目さんも「本
番に弱いのでだめかもしれないと思ったけど、緊張せずに
発表できてよかった」ということで、リラックスして実力
を発揮できたのが優勝の秘訣のようです。
　「英語が大好き！」と話してくれた３人、今後も来年度の
国家試験合格という目標に向け、日々勉強に励みます。

２

　１月の日曜日に、お父さんたちとお母さん
のしょうぼうのでぞめしきに行きました。
　お母さんたちは、車から水を出して、ホー
スがおもたいのに火をけすれんしゅうをいっ
ぱいしてきました。
　本ばんのでぞめしきでも、しょうぼうだん
の人たちと、とてもがんばっていました。た
いへんそうだなと思いました。
　お母さんは、帰ってきた時、とてもつかれ
た顔をしていました。だから、かたをもんだり、
手つだいをしてあげたりしました。お母さん
は、わらった顔になって、ありがとうと言っ
てくれました。
　お母さんたちは、火事にならないように、
火事の時に、おばあちゃんたちをたすけられ
るようにがんばっています。
　わたしも、お母さんみたいにがんばりたい
なと、思いました。

 題名
　『かっこいいね』

妻南小２年　

松
まつうら
浦　真

ま り あ
璃亜さん  

 やぶおし　しほちゃん
ひかり保育園・６歳

作品
 「おひなさま」

 
黒
くろぎ
木　鈴

りんと
人くん

（平成22年12月12日生）

お兄ちゃんの後をおって
　　　　できないことでも挑戦してます！
　(清水：和矢さん・久美子さんの次男 )

妻高校福祉科２年　　

伊
いとうはるき
東春喜くん、谷

たにがわかなえ
川叶さん、圓

まるめ
目奈

な つ み
津美さん

（左から）

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子
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■
日
時
＝
３
月
17
日
（
日
曜
）

　
９
時
ス
タ
ー
ト

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
お
よ

　

び
そ
の
周
辺

■
そ
の
他
＝
大
会
当
日
は
西
都
原

　

公
園
内
お
よ
び
周
辺
道
路
の
通

　

行
規
制
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

■
期
間
＝
３
月
30
日
（
土
曜
）
〜

　

４
月
７
日
（
日
曜
）

■
開
催
時
間
＝

　

金
〜
土
曜
：
10
時
〜
22
時

　

日
〜
木
曜
：
10
時
〜
21
時

※
３
月
29
日
（
金
曜
）
10
時
〜
17

　

時
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
、

　

地
場
産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ

　

れ
ま
す
。

■
場
所
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

ひ
な
ま
つ
り
展

■
期
間
＝
３
月
３
日(

日
曜)
ま

　

で
水
彩
画
﹁
麦
﹂
作
品
展

■
期
間
＝
３
月
５
日(

火
曜)

〜

　

10
日
（
日
曜
）
ま
で

洋
裁
ク
ラ
ブ
﹁
糸
音
﹂
作
品
展

■
期
間
＝
３
月
12
日
（
火
曜
）
〜

　

17
日
（
日
曜
）

井
上
忠
雄
（
時
風
）

　
　
書
作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
展

■
期
間
＝
３
月
19
日
（
火
曜
）
〜

　

24
日(

日
曜)

弥
勒
祐
徳　
桜
展

■
期
間
＝
３
月
26
日
（
火
曜
）
〜

　

４
月
７
日(

日
曜)

ぞ
ろ
目
ラ
イ
ブ

春
う
ら
ら　
Ｔ
＆
Ｇ
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
時
＝
３
月
９
日
（
土
曜
）

　

18
時
開
場
、
18
時
30
分
開
演

■
入
場
料
＝
前
売
り
券
５
０
０
円

　
（
当
日
券
７
０
０
円
）

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

　

今
年
で
20
周
年
を
迎
え
最
後
と

な
る
桜
街
道
観
歩
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
西
米
良
村
役
場
（
村
所
）
か

ら
西
都
花
ま
つ
り
会
場
ま
で
の
約

50
キ
ロ
を
沿
道
の
桜
並
木
を
観
な

が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

■
日
時
＝
４
月
７
日
（
日
曜
）

　
５
時
〜
18
時

■
コ
ー
ス
＝

　

①
50
キ
ロ
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

　

②
25
キ
ロ
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

■
集
合
時
間
＝
①
５
時
②
10
時

■
集
合
場
所
＝
①
②
と
も
に
西
都

　

原
御
陵
墓
参
道
入
口

■
参
加
対
象
＝
中
学
生
以
上

　

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参

　

加
可　
　
　
　
　

■
参
加
料
＝

①
中
学
生
以
上
：
２
０
０
０
円
、

　

小
学
生
：
１
０
０
０
円

②
中
学
生
以
上
：
１
５
０
０
円
、

　

小
学
生
：
１
０
０
０
円

※
参
加
料
に
は
、移
動
時
バ
ス
代
、

　

お
弁
当
代
、
保
険
料
を
含
み
ま

　

す
。
ま
た
、
参
加
料
は
当
日
徴

　

収
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
＝
４
月
４
日（
木
曜
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各

国
の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精
神
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 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント
＆

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

2013  March

●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

 

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
～
３
月
の
催
し
～

●
● 

募　
　
集 

●
●

青
年
国
際
交
流
事
業
に

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

西
都
原
こ
の
は
な

　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

西
都
花
ま
つ
り

桜
街
道
観
歩
会
フ
ァ
イ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
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を
身
に
つ
け
た
次
代
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た

め
、
青
年
国
際
交
流
事
業
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
代
表
青
年
と
し
て
各
国
の

選
抜
さ
れ
た
青
年
と
研
修
・
交
流

を
行
い
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
平
成
25
年
度
に
実
施
す

る「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」、「
国

際
青
年
育
成
事
業
」、「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」
な
ど
の
参
加

青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
cao.go.jp/koryu/)

で
確
認
す

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

　

℡
03-

３
５
８
１-

１
１
８
１

　

宮
崎
県
文
化
文
教
・
国
際
課

　

℡
０
９
８
５-

26-

７
０
２
９

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
平

成
25
年
春
休
み
国
内
交
流
事
業

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
な
ど

■
場
所
＝
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論

　

島
■
日
程
＝
３
月
26
日(

火
曜)

〜

　

４
月
１
日(

月
曜)

■
募
集
対
象
＝
小
学
２
〜
６
年
生

　
（
平
成
25
年
2
月
末
）

■
参
加
費
＝
12
万
3
千
円

　

※
宮
崎
空
港
か
ら
出
発
の
場
合

■
申
込
締
切
＝
３
月
６
日(

水
曜)

　

※
申
込
先
着
順

■
そ
の
他
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
同

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
03-
６
４
５
９-

４
６
６
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

　

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用

試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
採
用
試
験
＝

①
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験

　
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
）

②
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

　
（
大
卒
程
度
試
験
）

③
皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験
（
大
卒

　

程
度
試
験
）

④
法
務
省
専
門
職
員（
人
間
科
学
）

　

採
用
試
験

⑤
財
務
専
門
官
採
用
試
験

⑥
国
税
専
門
官
採
用
試
験

⑦
食
品
衛
生
監
視
員
採
用
試
験

⑧
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

⑨
航
空
管
制
官
採
用
試
験

■
受
付
期
間
＝

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

①
：
４
月
１
日
（
月
曜
）
〜
４
月

　
８
日
（
月
曜
）

②
：
４
月
９
日
（
火
曜
）
〜
４
月

　

18
日
（
木
曜
）

③
〜
⑨
：
４
月
１
日
（
月
曜
）
〜

　

４
月
11
日
（
木
曜
）

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

①
：
４
月
１
日
（
月
曜
）、
４
月

　

２
日
（
火
曜
）、

②
：
４
月
９
日
（
火
曜
）、
４
月

　

10
日
（
水
曜
）

③
〜
⑨
：
４
月
１
日
（
月
曜
）、

　

４
月
２
日
（
火
曜
）

■
試
験
日
＝

①
：
４
月
28
日
（
日
曜
）

②
：
６
月
16
日
（
日
曜
）

③
〜
⑨
：
６
月
９
日
（
日
曜
）

■
受
験
資
格
＝
試
験
ご
と
に
異
な

　

り
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
で
確
認
す
る
か
人
事
院
九
州

　

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
方
法
＝
受
験
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

み
が
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
場

　

合
は
、
以
下
の
期
間
に
人
事
院

　

九
州
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

①
：
３
月
11
日
（
月
曜
）
〜
３
月

　

29
日
（
金
曜
）

②
：
３
月
21
日
（
木
曜
）
〜
４
月

　

8
日
（
月
曜
）

　
（
い
ず
れ
も
土
日
祝
日
を
除
く

　

9
時
30
分
〜
17
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試

　

験
係

　

〒
８
１
２-

０
０
１
３ 

福
岡
市

　

博
多
区
博
多
駅
東
２-

11-

１

　

℡
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

　

ナ
ビ
」

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

　

saiyo.htm
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宮
内
庁
か
ら
平
成
26
年
歌
会
始

の
お
題
お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要

領
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
お
題
＝
「
静
」

■
詠
進
要
領
＝
詠
進
歌
は
、
お
題

　

を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

　

一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も

　

の
。
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

　

使
い
、右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

　

左
半
分
に
﹃
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

電
話
番
号
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

　

職
業
﹄
を
毛
筆
で
縦
書
き
に
自

   

書
す
る
こ
と
。

※
病
気
や
身
体
障
が
い
の
た
め
自

　

筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　

は
、
代
筆
も
し
く
は
ワ
ー
プ
ロ

　

や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
も
可
。
代

　

筆
の
場
合
は
代
筆
の
理
由
、
代

　

筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を
別

　

紙
に
、
機
器
を
使
用
し
た
場
合

　

は
そ
の
理
由
を
別
紙
に
書
い
て

　

詠
進
歌
に
添
え
る
こ
と
。

■
詠
進
の
期
間
＝
９
月
30
日
（
月

　

曜
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
あ
て
先
＝

　

〒
１
０
０-

８
１
１
１ 

宮
内
庁

　
（
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
記
入
）

※
詠
進
要
領
の
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://kunaicho.go.jp/

）

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
疑
問
が
あ
る
場
合
に

　

は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ

　

て
に
﹃
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　

名
﹄
を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
た

　

返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、
９
月

　

20
日
（
金
曜
）
ま
で
に
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
素
よ
り
、
弊
社
高
速
道
路
事

業
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路

沿
線
か
ら
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど

が
倒
れ
込
み
、
走
行
中
の
車
に
衝

突
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
高
速

道
路
沿
線
に
竹
な
ど
を
所
有
し
、

高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
伐
採
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
高
速
道
路
へ
竹
な
ど

が
倒
れ
込
む
可
能
性
が
あ
っ
た
場

合
、
や
む
な
く
弊
社
に
て
伐
採
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
の
安
全
快
適
な
走
行

に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
日
本
高
速
道
路
（
株
）
九
州

　

支
社　

都
城
管
理
事
務
所　

管

　

理
課

　

℡
０
９
８
６-

38-

３
２
４
５

無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
３
月
12
日(

火
曜)

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
＝
個
別
相
談
は
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
３
月
14
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
２
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
３
月
19
日(

火
曜)

　

10
時
〜
15
時
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■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
３
月
19
日
（
火
曜
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-
４
６
１
３

高
鍋
年
金
事
務
所
年
金
移
動
相
談

■
日
時
＝
３
月
21
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

　

(

受
付
開
始
は
８
時
30
分
）

■
場
所
＝
市
役
所
市
民
課
年
金
係

■
受
付
内
容
＝
厚
生
年
金
の
請
求

　

手
続
き
、
年
金
の
記
録
確
認
、

　

年
金
に
関
す
る
質
問
な
ど

※
相
談
日
の
１
カ
月
前
か
ら
予
約

　

受
付
可
能
（
当
日
受
付
も
で
き

　

ま
す
が
予
約
の
方
が
優
先
）

■
予
約
先
＝
高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
年
金
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
２
１

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
３
月
24
日(

日
曜)

　
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
４
月
１
日(

月
曜)

　
９
時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
18
年
３
月
２
日

　

〜
４
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
13
年
４
月

　

１
日
〜
４
月
30
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
ま

　

す
■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

司
法
書
士
に
よ
る

　
消
費
生
活
無
料
相
談（
要
予
約
）

■
日
時
＝
４
月
２
日
（
火
曜
）

　

13
時
〜
16
時

　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。

　

消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛
生
対
策

の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基

準
を
守
っ
て
日
本
一
安
全
・
安
心

な
畜
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
飼
養
衛
生
管
理
基
準
】

○
定
期
的
な
畜
舎
・
器
具
の
消
毒
・

　

清
掃
の
実
施

○
畜
舎
に
出
入
り
す
る
際
の
手
指

　

な
ど
の
消
毒

○
外
部
か
ら
の
人
・
車
両
の
進
入

　

の
制
限

○
外
部
か
ら
の
導
入
家
畜
の
隔
離

　

伝
染
病
か
ら
家
畜
の
生
命
を
守

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

０
３
８
２
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※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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 人の動き ( 平成25年2月１日現在 )
■人　口　31,819   (-73)　■男　　14,962   (-37)
■世帯数　12,200   (-21)   ■女　　16,857   (-36)
■転入    38   ■転出    78   ■出生   16 ■死亡    49
■高齢化率 (65歳以上 )　30.37％

COOKING
 

ササミ巻きゴボウ

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 ( ４人分 ) ／鶏ササミ９枚、ゴボウ４本、片栗粉適、
　だし汁 200cc、醤油 60cc、みりん 60cc、砂糖大さじ２、
　揚げ油適
●作り方／
①ゴボウはこすり洗いし汚れをおとす。塩少々を入れた
　沸騰した湯に、13cm程度の長さに切ったゴボウを入
　れる。５分ほど茹で、ザルなどで冷ます。
②ササミを観音開き（身の中央に厚さの半分まで切り目
　を入れ、そこから左右に切り開く）にする。
③②にゴボウをまき、片栗粉をまぶして油で揚げる。
④フライパンにだし汁と調味料を煮立たせ、③を入れる。

1月号プレゼント「西都産手打ち蕎麦」の  
 　　　 当選者です。おめでとうございます。　　　　　 

 鬼塚　由美さま  　（  三　宅   ）
 牧野　謡子さま　  （  童子丸   ）
 池上　喜美子さま  （  鹿野田   ）

 PRESENT黒木農園さんの
　　　　　「花の寄せ植え」

 黒木農園さんの「花の寄
せ植え」を３人の方にプレ
ゼント。
きれいな花の寄せ植えで
す。色とりどりの「春」を
の感じていただけます。

 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は3月31日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西都市
総務課「地場産品もらっちゃおう3月号」係。または、Ｅ
メール：koho@saito-city.jp まで。

IN
FO
RM
A
TIO
N

うめもん豆 知識

ゴボウ
●宮崎県は全国有数の産地。市内
　においても畑地や水田で栽培さ
　れている。
●食物繊維を多く含み、動脈硬化
　の予防や便通を良くする働きが
　ある。
●最近ではゴボウから作る「ゴボ
　ウ茶」も話題。

BOOKS

北は釧路から南は石
垣島までを訪ね、名
物食堂 42 店の味わ
い深い料理について
その魅力を面白く温
かいエピソードで描
いた食堂探訪記で
す。

なぜ、日本人は拉致
をされたのか、拉致
によって家族はどの
ような気持ちだった
のか・・・
拉致の基礎知識、北
朝鮮と日本の関係も
分かりやすく伝えて
あります。

 『にっぽん全国　百年食堂』　
　　　　　椎名　誠／著
　　　　　　　　　　　　　　講談社

 『13 歳からの拉致問題
　　　　　　　　　弟と家族の物語』
　　蓮池　透／著　　　かもがわ出版

 ●オススメの本

市長のページ.indd   1 13/02/20   16:24
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先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

信
任
を
賜
り
、
引
き
続
き
西
都
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
、
市
長
と
し
て

の
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
、
着
実
に

課
題
解
決
に
向
け
て
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
日
本
は
成
長
経
済

の
終
わ
り
を
迎
え
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
み
、
精
神
的
な

豊
か
さ
や
生
活
の
質
の
向
上
を
重

視
す
る
成
熟
社
会
へ
と
突
入
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
成
熟
社
会

に
お
け
る
行
政
の
在
り
方
を
模
索

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
持
つ
資

源
（
た
か
ら
）
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
磨
き
上
げ
、
発
展
的
に
利

活
用
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
先
般
の
選
挙
で
お
示
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
８
つ

の
基
本
政
策
と
55
項
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」を
施
策
に
反
映
さ
せ
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
積
極
果
敢
に

事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
定
住
条
件
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、

未
来
を
担
う
若
者
を
育
成
す
る
た

め
の
重
要
施
策
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
連
携
型
小
中
高
一
貫
教
育
」

や
、郷
土
愛
を
育
む
「
さ
い
と
学
」

な
ど
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
さ
ら
に
文
化
サ
ー
ク
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
対
し
て
も
支
援
を

行
う
こ
と
で
市
内
高
校
の
活
性
化

を
図
り
、
本
市
の
教
育
分
野
全
体

を
深
化
、
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
私
た
ち
市
民
の
念
願

で
あ
り
ま
す
市
内
高
校
野
球
部
の

甲
子
園
出
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
政
と
し
ま
し
て
も
精
力
的
に
力

を
注
ぎ
、
皆
さ
ま
と
共
に
盛
り
上

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
夢
や
希
望
に

あ
ふ
れ
、
少
し
で
も
「
幸
せ
」
を

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

住
み
よ
い
西
都
づ
く
り
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
手
を
取
り

合
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

本
市
と
姉
妹
都
市
の
西
海
市
職

員
の
方
が
、
西
海
市
の
ブ
ラ
ン
ド

カ
キ
「
う
ず
潮
カ
キ
」
の
Ｐ
Ｒ
に

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、「
西

海
市
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い
。
そ
し
て
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
お

う
」
と
、
う
ず
潮
カ
キ
を
購
入
。

行
き
つ
け
の
居
酒
屋
で
調
理
を
お

願
い
し
知
人
ら
と
食
し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
も
程
よ
く
、
身
は
プ
リ
プ

リ
。
焼
い
て
も
フ
ラ
イ
に
し
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

み
な
さ
ん
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ア
ッ
、
家
族
の
分
も
食
べ
て
し

ま
っ
た
・
・
・
」　　
（
え
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

市
民
の
皆
様
の

　
　
　
　負
託
を
受
け
て

就任式での花束贈呈

　西海市の「うず潮カキ」
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第９回
　ナナクサ (七草 )

日
は
平
成
二
十
五
年
二
月
七

日
で
旧
暦
の
十
二
月
二
十
七

日
、
昔
の
「
な
な
く
さ
の
日
」
で

あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
人じ
ん
じ
つ日
と
称

し
て
五
節
句
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
主
婦
は
朝
早
く
起
き
て
七
草

を
炊
い
た
。

　

我
が
家
に
は
四
人
の
女
子
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相そ
う
お
う応
の
七
草
を

作
っ
た
。
一
番
古
い
明
治
生
ま
れ

の
祖
母
ル
イ
は
、
旧
暦
の
正
月
七

日
の
朝
、
七な
な
く
さ
が
ゆ

草
粥
を
作
っ
て
一
家

の
健
康
を
祈
念
し
た
。
百
才
で
他

界
し
た
母
八
千
代
は
、
新
暦
の
一

月
七
日
の
朝
、
お
節せ
ち

料
理
の
残
り

物
で
七な
な
く
さ
ず
し

草
雑
炊
を
作
っ
た
。
昭
和

九
年
生
ま
れ
の
妻
春
子
は
「
七
草

な
ず
な
ト
ン
ト
ン
ト
ン
・
・
・
」

と
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
作
っ
た
。

広
島
に
住
ん
で
い
る
長
女
真
由
美

は
、
一
月
六
日
に
Ａ
コ
ー
プ
で

買
っ
た
パ
ッ
ク
入
り
七
草
を
食
べ

た
。

　

こ
の
四
代
の
女
子
の
七
草
を
見

て
、
何
月
何
日
の
七
草
が
本
物
な

の
か
を
調
べ
な
が
ら
、
惚と
ぼ
け
ま
な
こ

け
眼
の

一
郎
は
ワ
ー
プ
ロ
を
打
っ
て
い

る
。

　

そ
の
資
料
の
中
に
、
四
辻
の
左

大
臣
と
い
う
人
が
詠
ん
だ
歌
が
あ

る
。『
せ
り
な
づ
な　

ご
ぎ
ょ
う

は
く
べ
ら　

ほ
と
け
の
ざ　

す
ず

な
す
ず
し
ろ　

こ
れ
や
な
な
く

さ
』。
こ
こ
に
出
て
く
る
植
物
を

現
代
風
に
書
く
と
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・

ハ
ハ
コ
グ
サ
・
ハ
コ
ベ
・
タ
ビ
ラ

コ
・
ノ
ビ
ル(

カ
ブ)

・
ヨ
メ
ナ(

ダ

イ
コ
ン)

だ
。

　

こ
の
七
草
を
炊
き
込
ん
だ
雑
炊

を
旧
暦
の
一
月
七
日
に
食
し
、
無

病
息
災
を
祈
念
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
た
び
、『
や
ぼ
じ
ら
』
と

評
さ
れ
て
い
る
滝
家
の
野
草
園
で

七
草
を
探
し
た
ら
、
左
大
臣
の
い

う
七
草
が
全
部
で
て
き
た
。
こ
の

若
菜
の
七
草
雑
炊
を
食
べ
て
、
一

郎
の
お
惚
け
が
治
っ
た
。
め
で
た

し　

め
で
た
し
。　
　

　
　

　
　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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